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学研都市 精華町において  

「地域創生ビッグデータ ＷＥＥＫ in 京都」を開催します！ 
～ＲＥＳＡＳ（地域経済分析システム）等を活用したハッカソンとセミナーを実施～ 

京都銀行（頭取 土井 伸宏）は、本年６月に精華町と締結した「精華町の魅力発信パートナ

ーシップ協定」に基づく取り組みの第１弾として、「地域創生ビッグデータ ＷＥＥＫ in 京都」

を開催しますのでお知らせいたします。 

当イベントでは、京都銀行、精華町、株式会社 ＮＴＴドコモの主催で ① 平成２９年７月   

２２日（土）、２３日（日）にアプリケーションの開発を競う「地域創生ハッカソン－精華町

シティプロモーション－」を、② 同８月４日（金）に「データから考える 京都のミライセミ

ナー」を実施いたします。 

 ハッカソンでは、経済産業省が提供する RESAS（地域経済分析システム）やその他デー

タを使用し、チームに分かれて短時間で集中的にアプリケーション開発を行い、アイデアや

技術を競い合います。 

セミナーでは、RESASからみえる京都の現状を解説するほか、「地域創生ハッカソン」の

成果発表やビッグデータを使った地域課題に関するワークショップなどを行います。 

当行は、今後も地方創生、地域活性化の取り組みを一層強化し、地域の発展と成長に貢献

できるよう努めてまいります。 

※ハッカソン …システムやソフトウェアを解析・改造するなど「物事を改善していく」という意
味をもつハック（hack）とマラソン（marathon）を合わせた造語で、特定のテー
マに対して、技術やアイデアを持ち寄り、複数のチームがサービスやアプリケー
ションの開発を競うイベント。 

記

１．開催概要 

名  称 
地域創生ハッカソン 

－精華町シティプロモーション－ 
データから考える京都のミライセミナー 

日  時 
平成２９年７月２２日（土）１０：００～１８：３０ 
平成２９年７月２３日（日）１０：００～１９：３０ 

平成２９年８月４日（金）１３：００～１７：００ 

会  場 けいはんなプラザ（京都府相楽郡精華町光台１－７） 

内  容 
内閣府が提供するRESAS-API、その他  

データを使用したアプリケーション開発

を競い合います。 

【セミナー】 

①RESAS からみる京都のミライ 
～交流人口の拡大に向けて～ 

②「地域創生ハッカソン」の結果発表 
  及び 共創型地域の可能性 

③地域創生におけるモバイル空間統計の活用 
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 地域創生ハッカソン 
－精華町シティプロモーション－ 

データから考える京都のミライセミナー 

対 象 者 
定  員 

・ＷＥＢエンジニア … 先着２５名 
・デザイナー、プランナー … 先着１５名 

各地方公共団体の方 
地域創生に関心のある方 

申込方法 

「Connpass」のサイトからお申し込み下さい。 

（https://connpass.com/event/59893/） 

※Connpass… ＩＴエンジニアのＩＴ勉強会
支援のプラットフォーム 

別添のチラシの参加申込書に必要事項を
ご記入の上、メディアラグ株式会社宛て
（03-5784-2022）、ＦＡＸにてお申し込み
ください。 

主  催 株式会社 京都銀行、精華町、株式会社NTTドコモ 

共  催 メディアラグ株式会社、チームラボ株式会社 

協  力 
国立研究開発法人 情報通信研究機構（NICT）、株式会社 ウェブテクノロジ、 

セイカクリエイト株式会社、株式会社Stroly 

後  援 
京都府、公益財団法人 関西文化学術研究都市推進機構、株式会社 けいはんな 

近畿経済産業局（予定） 

参加費用 無 料 

 

２．地域創生ハッカソン（７月２２日（土）、２３日（日）開催）の内容 

・内閣府が提供するRESAS-API、その他データを使用したアプリケーション開発を行います。 

・１チーム４～５人に分かれたチームをその場で編成し、短い時間で集中的にアプリケーション

開発を共同作業し、アイデアや技術をチーム同士で競い合います。 

・最終日には、ゲスト審査員によって、優秀賞等も決定します。 
 
【発   表】   原則として、発表は成果物のデモで行っていただきます。 

（スライドだけでの発表は不可） 

【開発期間など】 開発の開始と終了は全員同時に行います。開発に持ち込めるものは、誰でも

利用・購入可能なものに限ります。 

【審査基準】   ①新規性  ②地域での有用性  ③実現（持続）可能性  ④クリエイティブ性 

 

３．セミナー（８月４日（金）開催）の内容 

（１）テーマ：RESASからみる京都のミライ ～交流人口の拡大に向けて～ 

RESAS からみえる京都の現状と交流人口の拡大につながる活用事例を紹介します。 

   講 師：株式会社京都銀行 公務・地域連携部 次長 安部 孝幸 

（２）テーマ：「地域創生ハッカソン」の結果発表 及び 共創型地域の可能性 

精華町でのハッカソン開催内容の報告を通じ、テクノロジーを介して官民一体型で

地域を盛り上げていく事例を紹介します。 

   講 師：チームラボ株式会社 カタリスト 床並 展和 氏 

（３）テーマ：地域創生におけるモバイル空間統計の活用 

モバイル空間統計を使った地域創生における活用事例を紹介します。 

   講 師：株式会社ＮＴＴドコモ 第一法人営業部 地域協創・I CTイノベーション担当 

担当部長 清水 健二郎 氏 

…先着７０名 
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＜ご参考＞ 

精華町との地方創生に関する包括連携協定締結について 

協 定 名 「精華町の魅力発信パートナーシップ協定」 

協定の目的 

京都銀行と精華町は包括的な連携・協力の下、豊かな自然と歴史に恵まれ、学研

都市の中心に位置する精華町の地域資源を活用し、「学研都市精華町」の都市ブラ

ンドを確立するための“精華町の魅力発信”に向けたシティプロモーションを推

進する。 

連携・協力

内容 

（１）「学研都市精華町」のプロモーションに関すること 

（２）サブカルチャー振興による交流人口拡大、クリエイター支援に関すること 

（３）デジタルコンテンツ等による新産業の育成に関すること 

（４）国のＲＥＳＡＳ等を活用した、地域経済の分析や情報発信に関すること 

（５）精華町特産の洛いも等の農産物を活用した六次産業化に関すること  等 

締 結 日 平成２９年６月６日 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

 

以  上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公務・地域連携部 TEL：075-361-2271  FAX：075-361-2011 
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